
１． 事業継続の前提に関する注記
継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事象または状況はありません。

２． 重要な会計方針
（１） 会計基準

平成２０年公益会計基準を採用しています。
（２） 消費税等の会計処理

税込方式を採用しています。

３． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

37,170,679 205 0 37,170,884
37,170,679 205 0 37,170,884

77,212,332 2,278,005 0 79,490,337
77,212,332 2,278,005 0 79,490,337
114,383,011 2,278,210 0 116,661,221

４． 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
（単位：円）

当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

37,170,884 0 37,170,884 0
37,170,884 0 37,170,884 0

79,490,337 77,212,332 2,278,005 0
79,490,337 77,212,332 2,278,005 0
116,661,221 77,212,332 39,448,889 0

５． 担保に供している資産
該当なし。

６． 保証債務等の偶発債務
該当なし。

７． 満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益
該当なし。

８． 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
該当なし。

９． 基金及び代替基金の増減額及びその残高
該当なし。

１０．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
当期は該当なし。

１１．関連当事者との取引内容
該当なし。

１２．重要な後発事象
該当なし。

１３．その他
該当なし。
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